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楽々点検ポンプ
従来の立軸ポンプは、水中部にある軸受の点検や交換を行うため、期間と費用をかけてポンプを引き上げ、分解する必要
がありました。
楽々点検ポンプは、ポンプを据え付けたまま水中軸受の点検・交換を可能とし、作業期間の大幅な短縮と維持管理費用の
縮減を実現しました。

工期短縮・低コスト

以下はイメージです

現場準備① ② ポンプ撤去③減速機、
架台撤去

組立、据付、
芯出し⑦ ⑧

従来ポンプ

現場
準備① ② ③ 調整・

試運転

楽々点検ポンプ

分解費用の経費縮減額

約2,000万円／回
作業期間の短縮日数

約20日⇒2日

工 期 短 縮

水中軸受の点検・交換作業が容易なポンプ
地盤が弱い地域や地震などで不同沈下が発生した場合、軸受損傷等の故障を防ぐため、ポンプ水平度を元に戻す必要がありま
す。従来の立軸ポンプの場合、ポンプベースの水密を保持するためには、期間と費用をかけてポンプベースを再築造する必要が
ありました。フレキシブルベース付ポンプは、特殊ベース構造を採用することで、水密を保持したまま、容易に水平度の修正が
可能です。

水密を保持したまま容易に水平度の修正が可能なポンプ

（※口径1500mm立軸ポンプ（天井クレーン無し）の
  場合における概略参考値）

20日間

2日間

多額の費用

従来の1/5～1/4

低 コ ス ト

適 用 効 果

通常の立軸ポンプ

課　題

ポンプベース再築造手順

傾き
発生

フレキシブルベース付ポンプ

効　果

ポンプベース修正手順

作業の
容易化

早期復旧可能
（排水機能の早期回復）

工事費用
の縮減

①ポンプ本体
　持ち上げ

②水平度修正

フレキシブルベース付ポンプ

作業期間

水中軸受点検・交換の工程比較

交 換 費 用

軸受
点検・
交換

調整・
試運転

軸　受
点検・交換⑤ 出　荷⑥④ 工　場

持ち込み

特許取得済

通常の立軸ポンプ

課　題

楽々点検ポンプ

効　果

減速機

（水槽内部）

原動機

羽根車

水中軸受
中間軸受

下部軸受ポンプ内部に設置

減速機

（水槽内部）

原動機

羽根車

減速機

（水槽内部）

原動機

羽根車

ポンプを据え付け
たまま、水中軸受
の点検及び交換作
業が可能！！

中間軸受

下部軸受

二つ割り構造の
軸受を採用

中間軸受

下部軸受
羽根車下部に設置

水中軸受を点検・
交換するには、更
に分解を進める
事になる

水中軸受を点検・
交換するには、ポン
プを引き上げ、分解
する必要がある

水平面の弾性リングで水密を保
持するため、ポンプが傾いた場
合、ポンプ本体だけでなく、固定
ベースも水平度修正が必要。

水平面および鉛直面の弾性リング
で水密を保持するため、ポンプが傾
いた場合でも水密を保持したまま、
ポンプの水平度修正が可能です。

水平面

ポンプ本体

固定ベース

調整板（基礎内）

①ポンプ撤去

⑤ポンプ再据付

②基礎はつり、
ポンプベース撤去

④コンクリート
基礎打設・養生

③ポンプベース
再据付

弾性リング
（水密保持）

水平度修正

水平面

水平面

排水機能回復までに大掛りな復旧作業が必要

ポンプ
撤去

養生期間
約2週間

ポンプ本体

鉛直面

可動ベース
調整板

調整板

水密を保持

固定ベース

ポンプ本体のジャッキ
アップ、カップリング取
り外し・芯出し等の現
地作業は必要です。

再築造不要！

減速機、架台、
ポンプの撤去
不要！

弾性リング
（水密保持）

傾き
発生

減速機、架台、
ポンプの撤去・
再据付

ポンプベース
再築造

水中軸受は、下部軸受のみが標準となります。上図はポンプが長い場合（中間軸受がある場合）のオプション例です。 NETIS登録番号：KT-220056-A




